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調査結果の要約を以下に示す (詳細については平成3年度赤潮貝毒監視事業報告書 (赤潮･貝毒調査),

平成4年,青森県 発行 に報告する)0

1.平成3年の本県沿岸におけるホタテガイの出荷自主規制期間は陸奥湾産垂下養殖月が3月23日

～9月21日 (9月21日付け解除)､陸奥湾産地まき員が5月11日～9月6日 (9月6日付け解除)､

津軽海峡西部産垂下養殖員が7月12日～8月14日 (8月14目付け解除)であった｡

その他の海域は出荷自主規制は行なわれなかった｡

2. ホタテガイを除く二枚貝の出荷自主規制期間は､暖流系海域産付着性二枚貝 (ムラサキイガイ

等)が3月16日～9月10日 (9月10日付け解除)であった｡暖洗系海域産潜砂性二枚貝及び寒

流系海域二枚貝の出荷自主規制は行なわれなかった｡

3. 陸奥湾西湾における垂下ホタテガイの毒力は低い水準で推移し､年間最高毒力は平成元年と並

び過去最低の1.5MU/g(下痢性)であった｡同様に､東湾における垂下養殖月の年間最高毒力

は昭和60年及び平成2年についで低い1.OMU/g(下痢性)であった｡地まき員の年間最高毒力

は西湾が0.75MU/g(下痢性)､東湾が1.5MU/gであった｡

4. 外海域産のホタテガイで規制値以上の毒力が検出されたのは津軽海峡西部産垂下養殖員のみで､

その年間最高毒力は1.OMU/g(下痢性)であった｡

5. ホタテガイを除く二枚貝で規制値以上の毒力が検出されたのは暖流系海域産付着性二枚貝 (ム

ラサキイガイ)のみで､その年間最高毒力は0.3-0.5MU/g(下痢性)であった｡

6. まひ性貝毒は各海域､各員種とも規制値を越える毒力は検出されなかった｡

7.陸奥湾東湾におけるD.fortiiの出現数は低い水準で推移し､その年間最高出現数は320細胞で

あった｡西湾におけるD.fortiiの年間最高出現数も例年より少ない545細胞であった0

8.陸奥湾におけD.acuminataの出現数は記録的に多く､年間最高出現数は西湾で1060細胞､東

湾で1130細胞といずれも過去最高を記録した｡

9.今年は沿岸でのA.tamarenseの出現がほとんど見られず､津軽海峡東部及び太平洋で10-70

細胞の出現が見られたのみであった｡沖合域では6月に最高700細胞の出現が見られたが､本県へ

の接岸は見られなかった｡
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